
（ 8 ）2 0 2 4  年 （ 令 和  6  年 ）9  月  2 1  日 　 土 曜 日

茨 城 県 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 長 受 賞

　 令 和 6 年 度 建 設 技 術 者 表 彰 を 受 賞 さ れ た 皆 様 、 誠 に お め で と う ご ざ い ま す 。 ま た 、 日 頃 よ り 、 土

木 行 政 の 推 進 に 深 い ご 理 解 と 多 大 な る ご 協 力 を 賜 り 、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。

　 こ の 度 の 表 彰 は 、 令 和 5 年 度 に 完 成 し た 工 事 の 中 か ら 、 施 工 体 制 及 び 安 全 対 策 を 含 む 施 工 状 況 の

他 に 3 次 元 デ ー タ の 活 用 な ど を 考 査 項 目 と し て 総 合 的 に 評 価 し 、 6 名 の 皆 様 を 優 秀 監 理 技 術 者 と し て

表 彰 さ せ て 頂 き ま し た 。 ま た 、 道 路 や 河 川 の 維 持 管 理 工 事 に お い て 、 昼 夜 を 問 わ ず 緊 急 工 事 に 迅 速

に 対 応 し て 頂 い た 6 名 の 現 場 代 理 人 の 皆 様 に 、 感 謝 状 を 贈 呈 さ せ て 頂 き ま し た 。

　 受 賞 さ れ た 皆 様 方 に は 、 今 後 も 優 れ た 模 範 技 術 者 と し て 更 な る 技 術 の 研 鑽 に 励 ま れ 、 ま た 地 域 の

守 り 手 と し て 、 な お 一 層 ご 活 躍 さ れ ま す こ と を ご 期 待 申 し 上 げ ま す 。

ご あ い さ つ
県 常 陸 太 田 工 事 事 務 所

所 長 　 鈴 木 　 　 敬

茨 城 県 出 先 事 務 所  成 績 優 秀 な 管 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

令 和 6 年 度 優 秀 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

日 時 ： 令 和 6 年 9 月 9 日 （ 月 ）

場 所 ： 常 陸 太 田 合 同 庁 舎 3 階 大 会 議 室

　
■ 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 表 彰

代 表 取 締 役  井 　 坂 　 陽 　 介

〒 3 1 3 － 0 1 2 5 　 茨 城 県 常 陸 太 田 市 大 里 町  3 9 7 4

T E L 0 2 9 4 － 7 6 － 2 0 0 5

F A X 0 2 9 4 － 7 6 － 1 4 1 0

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 　 鈴 　 木 　 康 　 之

［ 工 事 名 ］ 0 5 国 補 河 改 第 0 5 － 0 5 － 2 4 9 － 0 － 0 0 1 号 0 4 国 補 河 改 第
0 4 － 0 5 － 2 4 9 － A － 0 0 3 号 河 川 改 修 工 事 （ そ の １ 左 岸 ）

株 式 会 社  井 坂 組

■ 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 表 彰

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 　 菊 　 池 　 啓 　 一

［ 工 事 名 ］ 0 4 県 単 河 防 第 0 4 － 5 3 － 4 1 1 － 0 － 0 0 4 号 0 3 国 補 災 害 第
0 3 － 0 5 － 4 9 1 － 0 － 0 0 3 号 0 3 国 補 災 害 第 0 3 － 0 5 －
4 9 1 － A － 0 0 3 号 0 3 国 補 災 関 第 0 3 － 0 5 － 8 0 1 － A －
0 0 6 号 0 3 国 補 河 改 第 0 3 － 0 5 － 7 9 7 － A － 0 0 2 号 河 川
災 害 関 連 改 修 工 事 （ そ の ４ ）

代 表 取 締 役  岡 　 田 　 寿 　 浩

〒 3 1 3 － 0 0 4 6 　 茨 城 県 常 陸 太 田 市 上 河 合 町  1 6 5 4

T E L 0 2 9 4 － 7 2 － 0 6 9 6 　 F A X 0 2 9 4 － 7 2 － 0 6 9 5

株 式 会 社 岡 田 建 設

■ 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 表 彰

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 　 野 　 内 　 隆 　 行

［ 工 事 名 ］ 0 4 国 補 地 道 第 0 4 － 0 3 － 2 4 8 － 0 － 0 0 2 号 道 路 改 良 工 事
（ そ の ２ ）

～ 自 然 と 人 を 考 え 、 そ し て 、 地 域 へ ～

代 表 取 締 役 社 長 梅 　 原 　 基 　 弘

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ４ － ７ ４ － ２ １ ６ ６
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茨 城 県 常 陸 太 田 市 小 目 町 ５ １ ７本 　 社 ：

■ 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 表 彰 〈 現 場 代 理 人 感 謝 状 〉

受 賞 者 ： 現 場 代 理 人 　 綿 　 引 　 章 　 浩

［ 工 事 名 ］ 0 5 県 単 道 修 第 0 5 － 5 3 － 7 0 2 － 0 － 0 0 2 号 0 5 県 単 橋 修 第
0 5 － 5 3 － 7 8 2 － 0 － 0 0 2 号 0 5 県 単 道 災 防 第 0 5 － 5 3 －
7 4 5 － 0 － 0 0 1 号 0 4 県 単 道 修 第 0 4 － 5 3 － 7 0 2 － 0 －
0 0 3 号 0 4 県 単 橋 修 第 0 4 － 5 3 － 7 8 6 － 0 － 0 0 2 号 道 路
維 持 修 繕 工 事 （ 下 半 期 ）

代 表 取 締 役  岡 　 田 　 寿 　 浩

〒 3 1 3 － 0 0 4 6 　 茨 城 県 常 陸 太 田 市 上 河 合 町  1 6 5 4

T E L 0 2 9 4 － 7 2 － 0 6 9 6 　 F A X 0 2 9 4 － 7 2 － 0 6 9 5

株 式 会 社 岡 田 建 設

㈱ 岡 田 建 設

綿 引 　 章 浩 氏

㈱ 梅 原 工 務 店

野 内 　 隆 行 氏

㈱ 岡 田 建 設

菊 池 　 啓 一 氏

㈱ 井 坂 組

鈴 木 　 康 之 氏

技 術 者 、 代 理 人 の 功 績 た た え る

　
冒 頭 、 鈴 木 所 長 は 「 日 ご

ろ よ り 当 事 務 所 の 事 業 推 進な ら び に 地 震 ・ 豪 雨 な ど の災 害 対 応 等 に 多 大 な る ご 協力 を 賜 り 、 御 礼 を 申 し 上 げる 。 皆 さ ま に は 今 後 さ ら なる 技 術 の 向 上 に 精 進 さ れ 、よ り 質 の 高 い 施 工 に 努 め て頂 き た い 」 と あ い さ つ 。　
来 賓 祝 辞 で は 、 梅 原 支 部

長 が 「 今 回 の 受 賞 は 、 皆 さま が こ れ ま で 培 っ て き た 現場 で の 経 験 が 発 揮 さ れ た 成果 。 今 後 も 自 身 の 経 験 を 十分 に 生 か し て ほ し い 。 また 、 今 後 は 激 甚 化 し て い る　
県 稲 敷 土 地 改 良 事 務 所 は

河 内 町 に て 早 井 東 部 地 区 、早 井 東 部 ２ 期 地 区 の か ん がい 排 水 事 業 を 進 め て い る 。現 在 は 用 水 路 付 帯 工 事 を 実施 中 。 近 く 、 用 水 機 場 の 吸水 槽 改 修 工 事 を 発 注 す る 。来 年 度 以 降 も 用 水 路 付 帯 工事 を 進 め て い く 見 通 し だ 。　
同 地 区 は １ ９ ５ ３ 年 に 着

手 し た 県 営 か ん が い 排 水 事

要 地 方 道 日 立 笠 間 線 ・ 常 陸太 田 市 亀 作 町　
■ 菊 池 啓 一 ＝ ① ㈱ 岡 田 建

設 ②

0 4県 単 河 防 第

0 4

－

5 3

－

４ １ １

－ ０

－ ０ ０ ４ 号 ・

0 3

国 補 災 害 第

0 3

－

0 5

－ ４ ９ １

－ ０

－ ０ ０ ３ 号 ・

0 3国 補 災

害 第

0 3

－

0 5

－ ４ ９ １

－ Ａ

－

０ ０ ３ 号 ・

0 3国 補 災 関 第

0 3

－

0 5

－ ８ ０ １

－ Ａ

－ ０ ０ ６

号 ・

0 3国 補 河 改 第

0 3

－

0 5

－

７ ９ ７

－ Ａ

－ ０ ０ ２ 号 河 川

災 害 関 連 改 修 工 事 （ そ の４ ）  、 一 級 河 川 里 川 ・ 常 陸太 田 市 常 福 地 町 地 先　
■ 関 根 祐 一 ＝ ① 珂 北 開 発

㈱ ②

0 5国 補 河 改 第

0 5

－

0 5

－

２ ４ ９

－ ０

－ ０ ０ ２ 号 ・

0 4

国 補 河 改 第

0 4

－

0 5

－ ２ ４ ９

－ Ａ

－ ０ ０ ４ 号 河 川 改 修 工

事 （ そ の ２ 右 岸 ）  、 一 級 河川 浅 川 ・ 常 陸 太 田 市 中 野 町地 先 外　
■ 小 林 浩 ＝ ① ㈲ 生 田 目 工

務 店 ②

0 4国 補 橋 修 第

0 4

－

0 4

－ ５ ３ ５

－ ０

－ ０ ０ １ 号 ・

0 4県 単 橋 修 第

0 4

－

5 3

－ ７ ９

０

－ ０

－ ０ ０ １ 号 機 初 橋 耐

震 補 強 工 事 、 主 要 地 方 道 日立 笠 間 線 ・ 常 陸 太 田 市 幡 町　
■ 斎 藤 功 ＝ ① ㈱ 鈴 木 組 ②0 4県 単 支 援 道 改 第

0 4

－

0 3

－

９ ９ ３

－ ０

－ ０ ０ ２ 号 道 路

改 良 工 事 、 市 道 ０ １ ３ ９ 号線 ・ 常 陸 太 田 市 亀 作 町　
■ 鈴 木 康 之 ＝ ① ㈱ 井 坂 組

②

0 5国 補 河 改 第

0 5

－

0 5

－ ２

４ ９

－ ０

－ ０ ０ １ 号 ・

0 4国

補 河 改 第

0 4

－

0 5

－ ２ ４ ９
－

Ａ

－ ０ ０ ３ 号 河 川 改 修 工 事

（ そ の １ 左 岸 ）  、 一 級 河 川 浅
川 ・ 常 陸 太 田 市 中 野 町 地 先　 【 現 場 代 理 人 感 謝 状 贈 呈 】

［ ■ 現 場 代 理 人 名 ＝ ① 会 社名 ② 工 事 名 、 路 線 （ 河 川 ）名 ］　
■ 石 崎 真 史 ＝ ① 珂 北 開 発

そ の 後 、 １ ９ ７ ２ 年 に 着 手し た 県 営 ほ 場 整 備 事 業 河 内地 区 、 河 内 ２ 期 地 区 に よ り区 画 整 理 が 行 わ れ て い る 。　
し か し な が ら 、 施 設 の 老

朽 化 お よ び 能 力 低 下 が 生 じて い る た め 今 回 、 用 水 機 場万 円 を 計 上 し た 。 年 内 に も工 事 を 発 注 し 、 年 度 内 に は工 事 を 完 了 し た い 考 え 。　
全 体 の 施 工 延 長 は 約 ５ ５

自 然 災 害 へ の 対 応 ・ 体 制 づく り が 重 要 と な る 。 愛 す る郷 土 の た め 、 引 き 続 き 皆 さま の ご 協 力 を 賜 り た い 」 と呼 び か け た 。　
そ の 後 は 受 賞 者 を 代 表 し

て 、 珂 北 開 発 ㈱ の 関 根 祐一 氏 が 「 本 日 の 受 賞 を 契 機に 、 今 後 と も 技 術 面 に 一 層の 研 さ ん 努 力 を 重 ね 、 よ り良 い 建 設 工 事 の 完 成 を 目 指し て ま い り ま す と と も に 、災 害 発 生 時 に お け る 住 民 の安 全 で 安 心 な 生 活 確 保 の ため に 尽 力 を 重 ね 、 寄 与 し てま い る 所 存 」 と 謝 辞 を 献 じた 。　
受 賞 者 は 次 の と お り （ 敬

称 略 ）  。　
【 優 秀 主 任 （ 監 理 ） 技 術者 表 彰 】

［ ■ 主 任 （ 監 理 ）

技 術 者 名 ＝ ① 会 社 名 ② 工 事名 、 路 線 （ 河 川 ） 名 ・ 工 事場 所 等 ］　
■ 野 内 隆 行 ＝ ① ㈱ 梅 原 工

務 店 ②

0 4国 補 地 道 第

0 4

－

0 3

－ ２ ４ ８

－ ０

－ ０ ０ ２ 号 道

路 改 良 工 事 （ そ の ２ ）  、 主業 新 利 根 川 上 流 地 区 に よ り幹 線 用 水 路 が 整 備 さ れ た 。　
桜 川 市 は 、 市 道 Ｗ ２ ０ ６

５ 号 線 （ 大 泉 地 内 ） の 舗 装工 事 を 行 う た め 、 補 正 予 算第 ３ 号 に 工 事 請 負 費 ８ ０ ０

㈱ ②

0 5県 単 道 修 第

0 5

－

5 3

－

７ ０ ４

－ ０

－ ０ ０ １ 号 ・

0 5

県 単 橋 修 第

0 5

－

5 3

－ ７ ８ ４

－ ０

－ ０ ０ １ 号 道 路 維 持 修

繕 工 事 （ 上 半 期 ）  、 国 道 ２９ ３ 号 外 ・ 常 陸 太 田 市 久 米町 外　
■ 石 井 喜 久 夫 ＝ ① ㈲ 飛 田

組 ②

0 5県 単 道 修 第

0 5

－

5 3

－

７ ０ ４

－ ０

－ ０ ０ ２ 号 ・

0 5

県 単 道 災 防 第
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5 3

－ ７ ４
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0 5県 単
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－

5 3

－ ７ ８ ４

－ ０

－ ０ ０ ２ 号 道 路 維 持 修 繕 工
事 （ 下 半 期 ）  、 一 般 国 道 ２９ ３ 号 外 ・ 常 陸 太 田 市 久 米町 外　

■ 町 田 志 津 夫 ＝ ① ㈱ 小 林
建 設 ②

0 5県 単 河 防 第

0 5

－
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０ ０ １ 号 ・
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0 5

－

5 3

－ ５ ７
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－ ０

－ ０ ０ １ 号 河 川 維 持

修 繕 工 事 、 一 級 河 川 里 川外 ・ 常 陸 太 田 市 茅 根 町 地 先外　
■ 古 市 富 男 ＝ ① 大 木 建 設

㈱ ②

0 5県 単 道 修 第
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5 3
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0 5

－

5 3

－ ７ ８ ２

－ ０

－ ０ ０ １ 号 道 路 維 持 修

繕 工 事 （ 上 半 期 ）  、 一 般 国道 ３ ４ ９ 号 外 ・ 常 陸 太 田 市山 下 町 外　
■ 綿 引 章 浩 ＝ ① ㈱ 岡 田 建

設 ②

0 5県 単 道 修 第

0 5

－
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－

5 3

－ ７ ８ ６
－ ０

－ ０ ０ ２ 号 道

路 維 持 修 繕 工 事 （ 下 半 期 ）  、一 般 国 道 ３ ４ ９ 号 外 ・ 常 陸太 田 市 山 下 町 外　
■ 小 森 吉 男 ＝ ① ㈱ 後 藤 工

務 店 ②

0 5県 単 河 防 第

0 5

－

5 3

－

４ ０ ２

－

０

－

０ ０ １ 号 ・

0 5県 単 砂 修 第

0 5

－

5 3

－ ５ ７

２

－ ０

－ ０ ０ １ 号 河 川 維 持

修 繕 工 事 、 一 級 河 川 浅 川外 ・ 常 陸 太 田 市 中 利 員 町 地先 外お よ び 幹 線 用 水 路 を 一 体 的に 整 備 。 維 持 管 理 の 効 率 化と 用 水 の 安 定 供 給 を 図 り 、土 地 利 用 型 農 業 経 営 の 安 定化 を 図 る 。 総 事 業 費 は

1 7億

３ ４ ０ ０ 万 円 、 工 期 は

2 6年

度 ま で 。０ ｍ 。 本 年 度 は 約 ２ ８ ０ ｍ区 間 で 工 事 を 実 施 し 、 来 年度 は 残 り の 約 ２ ７ ０ ｍ 区 間で 工 事 を 行 う も よ う だ 。　
現 状 は 砂 利 敷 き と な っ て

お り 、 舗 装 工 事 を 行 う こ とで 通 行 の 安 全 確 保 を 図 っ てい く 。

▲ 珂 北 開 発 ㈱ の 関 根 氏 が 謝
辞 を 述 べ た

　
県 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 （ 鈴 木 敬 所 長 ＝

写 真 右

） は

９ 日 、 本 年 度 の 優 秀 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 表 彰 お よ び現 場 代 理 人 感 謝 状 贈 呈 式 を 常 陸 太 田 合 同 庁 舎 ３ 階 の大 会 議 室 で 挙 行 し た 。 来 賓 と し て 県 建 設 業 協 会 太 田支 部 の 梅 原 基 弘 支 部 長 （

写 真 左

） ら が 出 席 。 優 秀 な

成 績 で 完 成 さ せ た 技 術 者 ６ 人 に 表 彰 状 を 、 昼 夜 を 問わ ず 維 持 修 繕 に 尽 力 し た 現 場 代 理 人 ６ 人 に 感 謝 状 を贈 呈 し た 。

県 常 陸 太 田 工 事

優 秀 技 術 者 ６ 人 に 栄 誉
現 場 代 理 人 ６ 人

に
　

　
は 感 謝 状

早 井 東 部 か ん が い 事 業
近 く 吸 水 槽 改 修 発 注

県 稲 敷 土 地 改 良

年 内 の 工 事 発 注 め ど
市 道 約

5 5 0ｍ を 舗 装 へ

桜 川 市


